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新しい小体会 「仲間と共に 輝く笑顔 全力プレー」 

 

１０月１５日（水）、第６３回長崎市小学校体育大会（小体会）が開催され、長崎市内の小学校に通う６

年生が参加しました。長崎県立総合体育館をはじめ各会場にて、本年度の大会スローガン「仲間と共に 輝

く笑顔 全力プレー」にふさわしい、子供たちが躍動した素晴らしい大会となりました。  

交通手段確保や運営上の課題、熱中症予防等の様々な課題に対応するため、今年度は競技種目の大幅な

見直しが行われました。全てを室内競技にすることで、天候に左右されず実施できるようにし、種目には、

従来からあった「球入れ」に加え、新しく「ターゲットボッチャ」「フットホッケー」「プレルボール」「フ

ラッグフットボール」が入りました。これらの新種目は、「パラスポーツ」「レクスポーツ」などと呼ばれ、

男女の違いや、運動の得意・不得意に関わらず、チーム全員で協力して楽しめるものでしたが、なにぶん

馴染みがあまりなかったために、最初は、参加する６年生や学校職員の中には、多少不安な気持ちもあり

ました。 

大会当日の子供たちの躍動ぶりは、本当に素晴らしいものがありました。全体を通して「仲間と工夫し、

力を合わせる」姿がこれまで以上に見られ、とても盛り上がりました。友達と声を掛け合いながら、力い

っぱい運動しました。勝って嬉しかった子、負けて悔しかった子、力を出し切れた子、悔いが残った子な

ど様々だったようですが、どの子にとっても小学校時代の素晴らしい思い出として心に刻まれたのではな

いかと思います。大会後の子供たちの感想をいくつか紹介します 

 

 

 

僕はプレルボールに出場しました。僕が小体会で学んだことは、あきらめない心とチームワークで

す。なぜなら、練習や小体会本番でも、誰か一人でもあきらめてしまうと、そこからチームワークが

くずれ、チームの雰囲気が悪くなったからです。 

でも、みんなで掛け声を出して協力したら、チームの雰囲気も上がり、だんだん点が入るようにな

りました。だから、チームワークとあきらめない心が大切だとあらためて実感しました。 

僕は、もう一つ、今回の小体会で、最初はいい雰囲気でみんながプレーできていたけど、点を逆転

されてからは、チームの雰囲気が重く、負けてしまったので、とても悔しい思いをしました。 

だから僕は、この小体会を通し、あきらめない心とチームワークの２つを学んだので、次の桜っ子

くんちでは、それを活かせるように頑張っていきたいです。 

私はフットホッケーに出場しました。 

頑張ったのは、試合もだけど、応援です。理由は勝ちたかったしチームの活躍を見ていたら、私も

頑張れる気が増したからです。感じた事は、みんなのチームワークです。私はパスワークをする役で

はなかったけど、どちらの試合も何点差もつけて勝つことができていたし、私一人が応援していたわ

けではなく、全員でチームを応援できていたところも、勝つことにつながったと思っていました。で

も、残念なことに優勝することはできませんでした。 

私の反省としては、パックをちゃんと止めることができず、相手に点を入れられてしまったり、仲

間が取りやすいようなパスもあまりできなかったことです。でも、小体会に全力を尽くすことは少な

くともできたのでよかったです。 

この反省を活かして、桜っ子くんちでは小体会より全力で取り組むことができるよう頑張ります。 



私はフラッグフットボールで、オフェンスの時ボールをかくしながら攻めるのが面白かったです。

練習の時、最初はボールをかくしながら攻めていなかったけど、練習をしていくうちに、オフェンス

のうまくいく攻め方を理解しました。ボールをかくしながら攻める方法を使って得点を重ねることが

できてとてもよかったです。本番では練習でやっていなかった攻め方やディフェンスができていて優

勝できたのでとても嬉しかったです。 

小体会のフラッグフットボールチームは人数が少なかったけど、チームで協力して作戦を立てなが

ら練習しました。作戦を出せてよかったです。小体会での経験を活かして桜っ子くんちも頑張りたい

です。 

成果のあった新種目の小体会。出てきた反省点や課題についてもしっかりと整理して、来年度の更なる

充実につなげていければと思っています。保護者の皆様の温かいご声援、ありがとうございました。 

 

 

＜フットホッケー＞１試合目 桜町３１－１８仁田佐古    ２試合目 桜町３４－ ９西山台 

＜プレルボール＞  １試合目 桜町 ７－１３西城山     ２試合目 桜町１０－１６坂本 

＜ターゲットボッチャ＞１試合目 桜町１９－２０高城台   ２試合目 桜町１８－２８諏訪 

＜球入れ＞        １回目 １７個    ２回目 １２個    ３回目 １７個 

＜フラッグフットボール＞１試合目 桜町３５－１９小ヶ倉  ２試合目 桜町２８－２７上長崎 

※ フラッグフットボールは「優勝」しました。 

画像提供  

「タシロフォートスタジオ」 

＜長崎県ココロねっこ運動強調月間（１１月）について＞ 

１１月は、こども家庭庁が「秋のこどもまんなか月間」や「児童虐待防止推進月間」と定め、こ

どもや子育て世帯を社会全体で支える気運醸成や児童虐待問題への意識向上を図る取組を進めま

す。長崎県においても「長崎県ココロねっこ運動強調月間」と位置づけ、学校・家庭・地域社会・

行政が一体となって、こども・若者が、夢と希望をもち健やかに成長できる環境づくりやその気運

醸成の一層の推進を図ることとしています。 


